
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、全
国
的
に
注
目
を
集
め
た「
大

阪
・
関
西
万
博
（
2
0
2
5
年
日
本
国

際
博
覧
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
人
と
技
術
、

地
域
と
世
界
が
つ
な
が
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
万
博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
合
併
20
周
年

を
迎
え
た
有
田
川
町
の
今
後
の
目
指
す
べ

き
町
づ
く
り
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

持
続
可
能
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

有
田
川
町
も
万
博
で
の
観
光
P
R
を

実
施
し
、
多
く
の
方
々
に
本
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は
「
有
田
・
下
津
地
域
の
石
積
み
階

段
園
み
か
ん
シ
ス
テ
ム
」
が
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
認
め
ら

れ
た
こ
の
「
地
域
の
宝
」
を
未
来
へ
継
承

し
て
い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
我
々
の

使
命
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
、

み
か
ん
や
山さ

ん
し
ょ
う椒

を
は
じ
め
と
し
た
農
産
物

の
生
産
お
よ
び
販
売
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
業
・
観
光
の

振
興
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。町

内
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
昨
年

11
月
に
は
藤
並
公
民
館
が
、
ま
た
本
年
１

月
以
降
、
御
霊
学
童
保
育
施
設
や
金
屋
第

一
こ
ど
も
園
が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
町
民

の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
教
育
・
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

悲
願
で
あ
っ
た
県
道
海
南
金
屋
線
「
鏡
石

ト
ン
ネ
ル
」
の
開
通
も
１
月
に
予
定
さ
れ

て
お
り
、
交
通
の
安
全
性
や
防
災
面
で
の

利
便
性
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど

有
田
川
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
町

民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
町
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
に
よ
り
一

層
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
丙ひ

の
え
う
ま午

、
勢
い
よ
く
前
へ

と
駆
け
抜
け
る
「
午う

ま

」
の
年
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
、
物
事
を
大
き
く
発
展
さ

せ
る
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
有
田
川

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
勢
い
に
あ
や

か
り
、
次
代
を
切
り
開
く
一
年
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

の
町
長
と
し
て
の
任
期
は
本
年
2
月
を

も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
す
。
在
任
中
は
町

民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
受
け
、

町
の
均
衡
あ
る
発
展
と
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
さ
ま
か

ら
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
と
ご
協
力
に
、
改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
、

一
町
民
と
し
て
有
田
川
町
の
さ
ら
な
る
発

展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長 　

中
山 

正
隆
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶よ

ろ
こ

び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
活

動
に
対
し
て
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平

成
18
年
（
2
0
0
6
年
）
に
旧
3
町
が

築
き
上
げ
て
き
た
町
づ
く
り
を
土
台
と
し

て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
誕
生
し

た
有
田
川
町
が
、
20
年
目
と
な
る
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
え
に
町
民
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
米
、
生
鮮

食
品
、
日
用
品
な
ど
と
い
っ
た
生
活
必
需

品
の
価
格
が
軒
並
み
高
騰
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
る
家
計
の
負
担
増
が
皆
さ

ま
の
生
活
や
地
域
経
済
に
重
く
の
し
掛

か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
活
実
感
と
し
て
厳
し

さ
を
増
す
中
、
有
田
み
か
ん
や
山さ

ん
し
ょ
う椒

と

い
っ
た
特
産
品
の
振
興
、
観
光
振
興
、
子

令
和
八
年
　
新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長 　

谷
畑 

進

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
事

業
、
ま
た
、
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
年
々
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
に
対
し
、
町
行

政
の
担
う
役
割
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
と
議
会
機
能
の
向
上
に
努
め
「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

当
町
で
は
本
年
2
月
に
、
有
田
川
町
と

し
て
6
度
目
と
な
る
町
長
選
挙
、
町
議
会

議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
の
一
票
が
有
田
川
町
の
未
来

を
決
め
る
重
要
な
意
思
表
示
と
な
る
た

め
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
方
の

清
き
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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1 月　有田川町制施行
　しみずふれあいドーム完成

3 月　合併記念 第１回有田川駅伝大会開催
8 月　田殿小学校校舎完成

10 月　藤並保育所（現 藤並こども園）完成、清水行政局新庁舎完成
11 月　国道480号三田バイパス開通、高石市と友好都市交流提携調印

4 月　有田川町コミュニティバス（清水地域）運行開始
7 月　有田川町観光協会発足
9 月　第１回キャンドルライトイルミネーション in あらぎ島開催

3 月　JR藤並駅新駅舎完成、橋上化・特急停車記念式典挙行
10 月　第１回おしゃるきまつり開催（①）

4 月　有田川町地域交流センター（ALEC）・水の公園オープン（②）
　吉備浄化センター竣工・公共下水道使用開始

10 月　国道424号修理川バイパス開通

3 月　有田川町鉄道公園・鉄道交流館オープン
　金屋第三保育所（現 金屋第三こども園）完成

5 月　オーストラリア・パーマストン市と姉妹都市提携締結
9 月　小学生医療費無料化開始

10 月　谷口 維紹さん有田川町名誉町民第 1 号に

3 月　東日本大震災
5 月　ちいさな駅美術館オープン
7 月　宿泊施設「レ・アーリしみず」完成

12 月　新金屋庁舎完成

3 月　修理川小学校休校
4 月　有田川町で初の観光大使任命
9 月　中学生医療費無料化開始

10 月　ポッポみち全線供用開始

1 月　体験交流工房わらしオープン
2 月　国道480号岩野河バイパス開通
3 月　吉備中学校新校舎完成

10 月　「蘭島及び三田・清水の農山村景観」国の重要文化的景観に選定
11 月　第19回全国棚田（千枚田）サミット開催（③）
12 月　有田川町消防本部・吉備金屋消防署新庁舎完成

11 月　第１回しみずふるさとまつり開催（④）
12 月　第１回あらぎ島イルミテラス開催

3 月　粟生小学校・五西月小学校休校
5 月　有田川町制10周年記念 Sweet 10 Aridagawa 2015 オープニングイベント（⑤）
8 月　第 1 回こども議会開催
9 月　きのくに和歌山国体開催

人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち　有田川町

20年の歩み

❶

❷

❸

❹

❺

平成18年
（2006年）

平成19年
（2007年）

平成20年
（2008年）

平成21年
（2009年）

平成22年
（2010年）

平成23年
（2011年）

平成24年
（2012年）

平成25年
（2013年）

平成26年
（2014年）

平成27年
（2015年）
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2 月　有田川町営二川小水力発電所完成
3 月　御霊・田殿・きび中央保育所閉所・きび森の保育所（現 きび森のこども園）開所（⑥）
7 月　有田川町で一番高い山の名前「上湯川岳」に決定
8 月　鳥屋城農道開通（⑦）

2 月　有田川町営二川小水力発電所 新エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞受賞
3 月　城山西小学校休校

3 月　白馬中学校休校
9 月　高校生医療費無料化開始

10 月　有田川町で初の地域おこし協力隊就任
11 月　コウノトリ「かけるくん」に特別住民票発行（⑧）

2 月　「有田川エコプロジェクト」低炭素杯2019 環境大臣賞 金賞受賞
3 月　久野原小学校休校

5 月　令和時代の幕開け
10 月　粟生 積木のへや・森のカフェ オープン
11 月　ねんりんピック紀の国わかやま2019 俳句交流大会開催

1 月　全国初のウォークスルー型図書自動貸出システム運用開始（⑨）
　新型コロナウイルス日本国内で初の感染確認

6 月　有田川町応援クーポン第１弾配布
7 月　ポッポ絵本館オープン

2 月　「聖地 高野山と有田川上流域を結ぶ持続的農林業システム」日本農業遺産に認定
　「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」日本農業遺産に認定

3 月　公共下水道完成
　湯浅党城館跡 湯浅城跡・藤並館跡が新たに国指定の史跡に
　西ケ峯小学校休校

12 月　有田川町手話言語条例制定

3 月　有田川町原木流通センター設立
4 月　有田川町洪水・土砂災害ハザードマップ配布

11 月　第 1 回ありだがわ楽市開催（⑩）

5 月　移住就業支援拠点施設「しろにし」完成
12 月　「メガプテリギウス・ワカヤマエンシス（通称ワカヤマソウリュウ）」命名

3 月　安諦小学校休校
6 月　秋篠宮ご夫妻訪問
7 月　しみず温泉リニューアルオープン（⑪）

11 月　Shimizu なかよしパーク オープン

4 月　EXPO 2025 大阪・関西万博開幕
8 月　「有田・下津地域の石積み階段園みかんシステム」世界農業遺産に認定

平成30年
（2018年）

平成31年
（2019年）

令和元年
（2019年）

令和2年
（2020年）

令和3年
（2021年）

令和4年
（2022年）

令和5年
（2023年）

令和6年
（2024年）

令和7年
（2025年）

❼

❻

❽

❾

�

�

20周年記念
平成28年
（2016年）

平成29年
（2017年）
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「
こ
れ
か
ら
の
有
田
川
町
は

ど
ん
な
町
に

な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
？
」

届けよう みんなのメッセージ
特集 町制施行20周年記念
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企画にご協力くださった皆さま、誠に

ありがとうございました。町の未来を

思い、温かく愛に満ちあふれたメッセー

ジをたくさんお寄せいただきました。貴

重なお声を大切にしながら町づくりに

生かして、さらなる発展へとつなげてい

きます。

届けよう みんなのメッセージ
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夏
有田巨峰村でぶどう狩り

有田川でカヌー教室 かなや納涼おしゃるきまつりの打ち上げ花火

ぶどう山
さんしょう
椒の収穫

有田川駅伝の
スタート

ミニあらぎ島で
田植え体験

生石高原の山開き

特集 町制施行20周年記念
蔵王橋と桜

春

有田川町の風景
未来に 残したい
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しみずふるさとまつりの餅投げ

鷲ヶ峰
コスモスパークの
コスモス

秋

冬

ありだがわ楽市での山西アカリさんコンサート

生石高原のススキ

新春マラソン大会のスタート

あらぎ島の雪景色

二十歳の集いで写真撮影
自慢の特産品
有田みかん

有田川町の風景
未来に 残したい
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第 4 回ありだがわ楽市　開催
令和 7 年（2025 年）11 月 16 日（日）に第 4 回ありだがわ楽市を開催し、町内 6 カ所から同時に打ち上げ

花火を行いました。当日は約 2 万人の方々にご来場いただき、ステージイベントや 6 つのエリアで有田川町
を満喫したり、さまざまな催しを楽しんだり、会場は大いににぎわいました。

令和 7 年（2025 年）11 月 26 日 ( 水 ) に「温
州みかん贈呈式」が給食センターで行われま
した。これは食育運動の推進に伴う「地産地
消」活動の一環として、農業士会員が丹精込
めて作り上げた温州みかんで、将来の有田川
町を担う子どもたちに農業への関心や、全国
ブランドを誇る「有田みかん」に対する理解
を深めていただくことを目的として実施され
ています。寄贈いただいたみかんは町内のこ
ども園、小・中学校の児童・生徒に届けられ
ました。

「有田みかん」を子どもたちへ
みかんを寄贈賜わりました
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令和 7 年度（2025 年度）有田川町文化賞
有田川町では、文化の振興を図ることを目的として「有田川町文化賞」を創設し顕彰を行っています。令和

7 年（2025 年）11 月７日（金）に第 5 回目となる「令和 7 年度（2025 年度）有田川町文化賞贈呈式」を開催し、
当町の文化振興や向上発展にご尽力されている皆さまに表彰状を贈呈しました。

文化功労賞　文化協会清水支部郷土研究部

ジュニア文化奨励賞
丸野 瑛蓮さん

小学校 1 年生で初めて入賞して以来、こつこつと練
習に励み、数々のコンクールで優秀な成績を収めてい
ます。

文字の技術を磨くだけでなく、高い集中力や道具を
大切に扱う礼儀作法など、書道を通じて培われた能力
は、どのような場面でも生かされています。

多くの書道展や大会での受賞実績は、ひたむきな努
力の成果であり、今後より一層の成長と活躍が期待さ
れます。

「みんなでまなぶ有田川町の歴史」
編集委員長　鶴田 倫雄さん

私たちが住む有田川町は歴史豊かな町ですが、町の歴史を知り、文化
財に触れる機会は必ずしも多くありません。その現状を鑑み、鶴田委員長
が中心となり、文化財保護審議会の委員が町の歴史や文化を分かりやすく
伝える冊子の刊行を行うことが計画され、編集活動をけん引されました。

この冊子は、平成 18 年（2006 年）の 3 町合併以来、有田川町の
歴史を通史的にまとめた初めての事業であり、当町における文化振
興や普及に大きく貢献したその功績は顕著であります。

文化賞

郷土研究部は、昭和 52 年（1977 年）10 月 29 日に清水町文化協会が設立されるとともに発足しました。山間へき地
でも美しい自然に恵まれ、このふるさとの貴重な文化遺産や伝統文化を広く実生活に生かし、精神文化面の振興と新し
い時代にふさわしい潤いのある生活文化を育てることが趣意であり、使命であると考えて活動を続けられています。

また、毎年開催されている清水総合文化祭歴史文化展において、テーマを決めて研究発表を行い、会員相互の親睦と
文化財の保護保存に貢献するとともに、地域文化の向上に努められています。

ジュニア文化奨励賞
松井 俊晴さん

幼稚園年長のころより、こども囲碁クラブ手談にて
囲碁を習い始め、日頃は囲碁の書籍を読んで研究に励
む他、インターネットでの対局や囲碁クラブでの実戦
を通じて着実に力を付けています。

こつこつと練習を重ねた結果、多くの賞を受賞して
おり、令和 7 年（2025 年）8 月に開催された第 15 回く
らしき吉備真備杯こども棋聖戦和歌山大会低学年の部
では見事優勝し、全国大会への出場を決めました。

今後ますますの成長と活躍が期待されます。

写真（上段左から）＝選考委員 杉澤純次さん、小
西宏和さん、永田忠司さん、上野山栄作さん、畑
中泰武さん （下段左から）＝中山町長、鶴田倫雄
さん、郷土研究部 今井敏郎さん、 嶋教育長

写真（左から）
＝ 嶋教育長、
　丸野瑛蓮さん、
　吉備中学校 
　髙垣校長先生

写真（左から）
＝ 嶋教育長、
　松井俊晴さん、
　鳥屋城小学校 
　吉田校長先生
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少年柔道全国大会へ出場
藤原 咲羽さん（出）

竹内 悠真さん（垣倉）
令和 7 年（2025 年）11 月 16 日（日）に第 15 回日

整全国少年柔道「形」競技会が開催され、田殿小学
校 6 年生の藤原咲羽さん、御霊小学校 4 年生の竹内
悠真さんが和歌山県の代表として出場しました。惜
しくも予選での敗退となりましたが、全国の強豪相
手に健闘しました。

写真（左から）＝嶋田勝彦さん、中山町長、藤原咲羽さん、竹
内悠真さん、滝川塾 畑田浩先生

第 14 回 有田川町小学校対抗駅伝大会 AKI ☆ DEN 大会
令和 7 年（2025 年）12 月 6 日（土）きび体育館周辺で「AKI ☆ DEN 大会」を開催しました。24 チーム

160 人が日頃の練習の成果を十分に発揮し一生懸命走る選手たちの姿に、地域一帯となって盛り上がる一日
となりました。大会結果については、次のとおりです。（敬称略）

●総合表彰
【1 位】藤並 A　【2 位】藤並 C　【3 位】御霊 A　【4 位】田殿 A　【5 位】藤並 B　【6 位】御霊 B
●区間賞
第 1 区【1 位】上田 悠斗（藤並 A）　【2 位】山田 詠太（田殿 A）　　【3 位】入田 惺蓮（藤並 C）
第 2 区【1 位】北畑 亮果（藤並 A）　【2 位】木下 莉桜（御霊 A）　　【3 位】日裏 陽己（御霊 B）
第 3 区【1 位】勝又 陸斗（藤並 A）　【2 位】上田 雅斗（藤並 C）　　【3 位】湯田 瑛大（藤並 B）
第 4 区【1 位】林 優羽奈（御霊 A）　【2 位】林 杏奈（藤並 C）
　　　  【3 位】黒澤 結衣（藤並 A）　【3 位】中山 心燈（御霊 B）
第 5 区【1 位】吉信 太智（藤並 A）　【2 位】佐々木 陽琉（藤並 C）　【3 位】炭 蓮人（藤並 B）
第 6 区【1 位】杉本 葵（藤並 A）　　【2 位】北 小春（藤並 C）　　　【3 位】宮井 優空（田殿 A）
●敢闘賞／杉中 大心（御霊 A）、夛谷 蒼祐（石垣 A）、武田 侑真（藤並 B）、富田 晴（田殿 A）、
　　　　　山本 菜生（藤並 B）、幸地 沙環（藤並 C）
●最優秀応援賞／田殿小学校
●タイムトライアル
男子【1 位】松原 伊吹（田殿）　【2 位】林 煌（田殿）　【3 位】池上 睦人（藤並）
女子【1 位】宮本 果凛（御霊）　【2 位】武内 希子（八幡）　【3 位】竹田 星来（八幡）

総合表彰 区間賞

最優秀応援賞
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第 13 回有田川町絵本コンクール・絵本のポップコンクール授賞式
令和 7 年（2025 年）11 月 16 日（日）、あり

だがわ楽市会場内で「第 13 回有田川町絵本コ
ンクール」と「絵本のポップコンクール」の授
賞式を行いました。ポップコンクールの全応
募作品の展示や、有田川町絵本コンシェルジュ
による「絵本ひろば」も実施し、たくさんの
方に絵本に触れてもらう一日となりました。

有田川町絵本コンクール 2025
最優秀賞　『うかないふうせん』うえやも
優秀賞　『なまけもののオオカミ』よしの あつこ
優秀賞・有田川賞　『しおか、しょうゆか、ケチャップか。』津田 みお
佳作　『なん なん なん なん なんだろう？』市村 瞳
佳作　『あのひ たっくんと』さとう のぶこ
佳作　『おさいふくん』伊藤 明花
ありりん賞　『あかとあお』中西 惇登

絵本のポップコンクール
■小学生低学年の部
最優秀賞　藤並小学校 1 年　上野 はる
優秀賞　藤並小学校 2 年　富山 桜心
■小学生中学年の部
最優秀賞　御霊小学校 4 年　栗生 恵麻
優秀賞　藤並小学校 4 年　中尾 亜都
優秀賞　御霊小学校 4 年　藪田 唯恋
■小学生高学年の部
最優秀賞　御霊小学校 6 年　岡本 結莉乃
優秀賞　鳥屋城小学校 6 年　田端 美和
優秀賞　御霊小学校 6 年　林 絢萌
■中学生の部
最優秀賞　吉備中学校 3 年　硲本 華瑠
優秀賞　吉備中学校 2 年　木村 心優
優秀賞　吉備中学校 2 年　辻本 慈
優秀賞　吉備中学校 3 年　中上 心花
■一般の部
最優秀賞・絵本コンクール賞　小川 恵美
優秀賞　小川 恵美
優秀賞　玉置 恵理　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

やすらぎふれあいフェスタ美術展表彰式
令和 7 年（2025 年）11 月 25 日（火）に、やすらぎふれあいフェ

スタ美術展の表彰式を執り行いました。美術展は、令和 7 年（2025
年）9 月 25 日（木）～ 28 日（日）に開催し、展示作品の中から特
に多くの人に感動を与えた作品として、次のとおり表彰しました。

ふれあい感動大賞（団体の部）　『花火を見あげて』一般社団法人 Smile スミレ会
ふれあい感動大賞（個人の部）　『笑顔』竹内脩人さん
町長特別賞　『みんなの昔話（ぶんぶく茶がま）』地域活動支援センター AOAQUA
町長特別賞　『たからもの』川島淑子さん

祝 100 歳
おめでとうございます
上垣内 とミよさん（中峯）

13 広報ありだがわ　2026.1



「税についての作文」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 作文題名

湯浅税務署長賞 吉備 3 年 中上 心花 税をなくす？
その前に考えたいこと

有田川町長賞 吉備 2 年 嘉成 潤羽 未来をつなぐパートナー

有田川町長賞 金屋 2 年 鈴木 梨乃 税は良いもの？悪いもの？

有田川町長賞 石垣 2 年 津田 二胡 生活を支える税金

有田川町長賞 八幡 2 年 堂前 紀穂 気がつかない税金

有田納税貯蓄組合連合会会長賞 吉備 2 年 原田 莉衣 幸せを届ける税金

有田地方租税教育推進協議会会長賞 吉備 2 年 木村 心優 「税金」は未来の守護金

大桑教育文化振興財団理事長賞 吉備 2 年 山田 翔子 税に支えられて

「税の標語」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 標語

湯浅税務署長賞 吉備 3 年 中上 心花 まずは知る くらしをつなぐ 税のこと

有田川町長賞 吉備 1 年 大浦 蓮生 税金に 込められた思い 未来へと

有田川町長賞 金屋 2 年 北浦 みずき 税納め 未来に笑顔 届けよう

有田川町長賞 八幡 2 年 堂前 茉穂 ありがとう 税で成り立つ 地域の輪
有田地方
租税教育推進協議会会長賞 八幡 2 年 堂前 紀穂 忘れない みんなを支える 感謝の税

公益社団法人
湯浅納税協会会長賞 石垣 1 年 北垣 佑貴斗 税金は 夢と未来の 道照らす

将来を担う中学生が税について関心を持ち、税の意義や役割を正しく理解することを目的に募集した「税
についての作文」「税の標語」の入選作品が決定しました。

有田川町内の各中学校の生徒の中から「税についての作文」で 8 人「税の標語」で 6 人が受賞されました。

中学生の「税についての作文」「税の標語」表彰

八幡中学校吉備中学校 金屋中学校・石垣中学校
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第 10 回有田川 Library を使った
調べる学習コンクール表彰式
「これは何だろう？」「どうしてだろう？」子どもた

ちが、疑問に思ったことを図書館の本を使って調べ、
一つの作品にまとめて応募する「調べる学習コンクー
ル」。今年は 263 作品の応募がありました。その中か
ら下の 4 人の作品を全国コンクールに推薦します。写
真は受賞者の皆さまです。おめでとうございます。

「藤並公民館」が移転します
長年にわたり地域の皆さまの学習や文化活動、交流の場と

して親しまれてまいりました「藤並公民館」が移転します。
館内には「多目的室」「和室」「研修室」を備え、教室やサー
クル活動、地域団体の集会など、幅広くご利用いただけます。
開館は 1 月 4 日（日）です。地域の未来を育む場として、末
永くご活用いただけることを心より願っています。

新住所／有田川町下津野 1276 ‐ 1（吉備中学校北側）

吉備庁舎

吉備中学校

藤並公民館

小学校低学年の部　藤並小学校 1 年　　上野 はるさん
小学校中学年の部　石垣小学校 4 年　　髙垣 湊右さん
小学校高学年の部　御霊小学校 6 年　　北 紘夢さん
小学校高学年の部　鳥屋城小学校 6 年　雨乞 由奈さん

子育て支援物品を寄贈賜りました
令和 7 年（2025 年）12 月 4 日（木）、株式会社古

勝（天満）代表取締役社長 寺村公博さんより、子
育て支援物品を寄贈賜りました。寄贈いただいたの
は、乳幼児用体重計と災害時に救急用品などを持ち
運ぶためのバッグなどです。これらの物品を活用さ
せていただき、今後も誰もが安心して子どもを産み
育てられる環境づくりを進めていきます。

寺村さんには、平成 26 年度（2014 年度）から毎年、
障害者や子育てのための福祉用品を寄贈賜っており
ます。心より感謝申し上げます。

写真（左から）＝中山町長、株式会社古勝 代表取締役社長 寺村公博さん
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第 45 回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

令和 3 年（2021 年）に有田川町手話言語条例が制定されたことを契機に、吉備中学校では生徒が手話に
触れ学ぶ機会を 3 年生中心に設けてきました。その中でも特に、歌に合わせて手話で歌詞を表現する手話コー
ラスに挑戦しており、今年も 3 年生が文化祭で披露しました。

始めた当初は、生徒から「リズムに合わせて手話をするのは難しかったが、それ自体が楽しい。これから
も手話を勉強していきたい」といった、手話学習への意欲を示す声が聞こえていました。そして今では「手
話をしながら合唱することで、歌詞の意味をより深く考えるようになり、その結果、歌詞が覚えやすくなっ
た」という、手話が合唱理解を深める効果を実感する生徒の感想も生まれています。

今年の文化祭では、これまでの学びを生かし、生徒一人一人が手話に心を込めました。観客の皆さまに合
唱のメッセージをより深く感動的に伝えられたことと思います。

吉備中学校は、今後も手話をはじめ、障害に関する理解の促進に取り組んでいきます。

吉備中学校文化祭で手話コーラスを披露

第 35 回全国花のまちづくりコンクール
大賞 農林水産大臣賞　受賞

有田川町消防本部消防長を務められ、住民の生
命、身体および財産を火災などの災害から防御す
るため、永年にわたり危険性の高い業務に精励さ
れるとともに公共の福祉の増進に貢献された功績
がたたえられ、瑞宝双光章を受章されました。

栗栖 誠さん（下津野）

写真（左から）＝中山町長、栗栖誠さん

佐々木 裕哲さん（下津野）

写真（左から）＝中山町長、佐々木裕哲さん

下津野在住の佐々木裕哲さんが「全国花のまち
づくりコンクール」で、大賞の農林水産大臣賞を
受賞されました。

本コンクールには全国から総応募数 924 件があ
り、その個人応募の中から大賞に輝かれ、地域に
おける花と緑の活動が高く評価された結果です。
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吉備地域 金屋地域 清水地域
氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区

生駒 純治 天満 細田 徹治 吉原 中尾 弘子 粟生（植木組・西
の浦組・榎瀬組）

大谷 文弘 天満 千畑 かずよ 吉原 後 一郎 粟生（中組・上
組）

栗山 緑 一ツ松 髙垣 美保 吉原 谷脇 朋代 中原

栗栖 誠 高瀬 井口 章 糸川 井上 美恵子 川合

森澤 春代 北筋 畑中 久代 修理川 中橋 孝文 二澤・北野川

久保 菊美 土生 山本 修史 宇井苔 早稲田 剛正 三瀬川

岩﨑 正人 植野 大瀧 章代 松原 古田 任代 東大谷

武内 善子 奥 岩垣 まゆみ 歓喜寺 長硲 陽子 日物川

栃﨑 千津代 熊井・熊井なぎ
の里 續田 和歌子 伏羊 浦西 兼子 二川（河南）

竹鼻 種一 水尻 井 芳子 吉田 堀井 一志 二川（河北）

中家 未千子 水尻 田中 義一 小川 ( 中村・福
井） 保坂 はるみ 境川

林 昭秀 明王寺 北山 捻裕 小川（上野・丹
波） 谷口 容貴子 楠本

岩本 光夫 小島 佐々木 照代 中野 伊澤 あや 沼

野田 義文 野田 田中 博仁 市場 休塲 正美 遠井

竹中 繭美 田口 岡本 祥子 中井原 松本 高子 三田

柳生 雅伸 大谷・井口 宮原 美知子 金屋 杉澤 明子 宮川・大蔵

森 理津子 賢 川岸 いさ子 金屋 福本 希美 清水（西原・小
峠）

山田 幸子 船坂・長谷 森田 栄一 金屋 辻井 真季 清水（下番・湯
子川）

青木 栄美 角・尾中・出 大南 志津子 長谷川 暖井 紅仁子 清水（上番・中
番）

森田 武良 長田・上中島 大西 季寛 岩野河 大江 壽 久野原（つづら・
西番・東番一部）

刀祢 克彦 大賀畑・田角 辻本 惠代 川口 見座 勝文 久野原（東番一
部・戸川）・室川

出合 弘吉 下徳田 上田 幸右 谷・立石 中西 志のぶ 下湯川

田中 英子 上徳田 井 順子 彦ヶ瀬・瀬井・
畦田 東 達貴 上湯川

南 忠男 奥徳田・秋葉 山本 恭子 西ケ峯上 仲西 佐輝子 板尾・井谷

佐々木 孝 庄一 本林 直美 西ケ峯下 中谷 隆介 杉野原

小堀 久夫 庄一 田代 ちゑみ 中・中峯 福島 節 押手

小堀 知子 庄二 玉置 善裕 本堂・沼田 靏谷 知子 沼谷

奥田 和子 庄二 中 孝子 有原・青田 小田 浩子 主任児童委員
（清水）

三角 修也 東丹生図・垣倉・
畑浦 山下 和人 延坂・大西・大

薗

伊藤 賢二 西丹生図・吉見 保関 慶万 尾上・小原

福田 広枝 主任児童委員
（吉備） 前田 貴子 生石

植村 順子 主任児童委員
（吉備） 决得 誠 丹生

中西 聖佳 糸野

岩本 和也 下六川・釜中

小薗 晴子 黒松

上野 博行 上六川・西

安圖 英子 主任児童委員
（金屋）

有田川町
民生委員・児童委員

令和 7 年（2025 年）12 月 1 日付
で厚生労働大臣から、表に記載の
方々が委嘱されました。任期は令
和 10 年（2028 年）11 月 30 日まで
の 3 年間です。

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
住
民
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
専
門
機

関
へ
と
つ
な
ぐ
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役

と
し
て
、
定
期
的
な
訪
問
や
児
童
の
登
下

校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
い
、
高
齢

者
や
障
害
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
う
ち
、
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
や
地
域
の
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
を
は
じ
め
と
し
た
、
児
童
健
全
育
成

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
「
有
田
川
町

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」に
所
属
し
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に
関
す
る

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
守
秘
義
務
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
に
基

づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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投
票
日

●
日
時
／
2
月
1
日
（
日
）
7
時
～

●
場
所
／
各
地
区
指
定
の
投
票
所

※
投
票
終
了
時
刻
は
、
投
票
所
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
投
票
入
場
券
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

次
の
2
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
が
投
票

で
き
ま
す
。

・
平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
2
月
2

日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
投

票
日
に
有
田
川
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
り
、
欠
格
事
項
（
公
民
権
停
止
な

ど
）
に
該
当
し
な
い
人

・
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
10
月
26

日
以
前
か
ら
、
引
き
続
い
て
有
田
川
町

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
10
月
27

日
以
降
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

有
権
者
の
皆
さ
ま
に
「
投
票
所
入
場
券
」

を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
選
挙
権
の
有
無

の
確
認
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
り
し
た
と
き
で
も
、
選
挙
権
が
あ

る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。
遠
慮
な
く
有
田

川
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
学
業
、
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見

込
み
の
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
1
月
28
日
（
水
）
～
31
日
（
土
）

の
う
ち
、
8
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
・
清
水
行
政
局

ま
た
、
次
の
日
時
・
場
所
で
も
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
1
月
28
日
（
水
）
8
時
30
分
～
17
時

　

安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
1
月
30
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17
時

　

城
山
出
張
所
（
旧
城
山
西
小
学
校
）

移
動
期
日
前
投
票
所

車
で
巡
回
す
る
移
動
期
日
前
投
票
所
を

開
設
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
な
の
で
、
選
挙
権
の
あ
る

人
は
ど
な
た
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
の

方
法
は
、
他
の
期
日
前
投
票
所
と
同
じ
で

す
。
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
／
1
月
31
日
（
土
）

●
金
屋
地
域

・
宇
井
苔
へ
き
地
集
会
所 

8
時
～
9
時

30
分

・
谷
地
区
集
会
所 

11
時
～
12
時
30
分

・
生
石
地
区
集
会
所 

15
時
～
16
時
30
分

●
清
水
地
域

・
清
水
公
民
館
上
湯
川
分
館 

10
時
30
分

～
12
時

・
遠
井
区
山
椒
集
荷
場 

14
時
30
分
～
16

時

有
田
川
町
長
選
挙

有
田
川
町
議
会
議
員一般
選
挙

問
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
吉
備
庁
舎
総
務
課
内
）

〒６４３‐００００

有田川町○○○○　○○‐○

有田　川太郎　様

有田川町長・町議会議員　一般選挙

999 999 999

有田　川太郎 □

〇〇〇〇〇〇〇〇センター

00：00 00：00
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▼　投票所一覧

不
在
者
投
票

仕
事
や
学
業
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞

在
し
て
い
る
場
合
、
滞
在
地
の
市
区
町
村

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
都

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

施
設
（
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
）
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
有
田
川
町

選
挙
管
理
委
員
会
宛
て
に
、
投
票
用
紙
の

請
求
が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
定
施
設
や
有
田
川
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
う

ち
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
有
田

川
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

投票区 投票日当日の投票所 区域
1 有田川町役場吉備庁舎 天満・土生・高瀬・植野・奥

2 有田川町こども総合センター 北筋・出・尾中・角

3 水尻公民館 水尻・明王寺・熊井・熊井なぎの里

4 吉備浄化センター 一ツ松・小島・野田・長田・上中島

5 田殿小学校 田口・大谷・井口・賢・船坂・長谷・大賀畑・田角

6 秋葉公民館 上徳田・下徳田・秋葉・奥徳田・垣倉・庄・吉見

7 きび体育館 庄一・庄二・畑浦・垣倉・東丹生図・西丹生図

8 金屋文化保健センター 中野・市場・中井原・金屋・長谷川・丹生・糸野

9 小川小学校 伏羊・小川・吉田・有原・青田

10 石垣公民館 吉原・歓喜寺・糸川・松原

11 修理川地区集会所 修理川・宇井苔

12 西ケ峯地区コミュニティセンター 西ケ峯上・西ケ峯下・中・中峯・本堂・沼田・彦ケ瀬・瀬井・畦田

13 旧早月小学校 延坂・西薗・尾上・小原・生石

14 下六川地区集会所 下六川・黒松・上六川・西・釜中

15 岩倉公民館 岩野河・川口・谷・立石

16 粟生住民センター 粟生

17 五郷地区生活改善センター 中原・川合・二澤・北野川

18 城山出張所（旧城山西小学校） 三瀬川・東大谷・二川・日物川

19 境川コミュニティセンター 境川

20 楠本区民センター 楠本

21 沼区民センター 沼・遠井

22 宮川地区集会所 宮川・大蔵

23 清水保健センター 清水・三田

24 下湯川ふるさと村施設 下湯川・上湯川

25 久野原コミュニティセンター 久野原

26 安諦地区基幹集落センター 井谷・室川・板尾・杉野原・押手

27 沼谷区集会所 沼谷

投票日当日は、あらかじめ定められた投票所でのみ投票できます。
投票所入場券に、当日の投票所を記載していますのでご確認ください。
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有田川町の申告会場で対応していない申告の種類
下のものに該当する場合、有田川町の申告会場では対応できませんので、ご自身で電子申告（e-Tax）

を行うか税務署で申告をしてください。

①土地や建物などを売却した譲渡所得　②株式などの譲渡所得および配当所得　③先物取引の申告　
④山林所得　⑤暗号資産（仮想通貨）に関する所得　⑥外国税額控除・雑損控除・災害減免　
⑦住宅借入金等特別控除　⑧令和 7 年（2025 年）分以外の確定申告　
⑨令和 8 年（2026年）1 月 1 日以前に亡くなった人の準確定申告　⑩消費税・相続税・贈与税の申告

税務課（吉備庁舎）で確定申告の申告相談を希望される方へ

令和７年（2025 年）分 確定申告 の申告相談は 
完全予約制 になります 問税務課（吉備庁舎）

今までは、窓口で先着順に受け付けし、順番に申
告相談をご案内していたため、受け付けが非常に混
雑し、大変長い時間お待ちしていただきました。こ
れからは、インターネットでのオンライン先行予約
と電話予約の予約相談のみとし、事前にご予約して
いただくことで、待ち時間なく相談にお越しいただ
けます。
※ご予約をされずに来庁していただいても、受付窓口での先

着順案内や整理券配布はありません。

●予約できる方／令和 8 年（2026 年）1 月 1 日
時点で有田川町に住民登録のある方

●予約申し込み回数／申告者 1 人当たり 1 回（1
枠 30 分）です。ご家族分の相談もある場合は、
申告者ごとに予約が必要となります。

●予約申込期限／予約希望日の前々日まで（土・
日・祝日を除く）。

予約できる方・条件など 予約できる会場・日程
●相談会場／税務課（吉備庁舎）
●申告相談日／ 2 月 10 日（火）～ 3 月 13 日（金）

の平日・3 月 8 日（日）
●予約時間枠／ 9：00 ～　 9：30 ～　10：00 ～

10：30 ～　11：00 ～　11：30 ～
13：00 ～　13：30 ～　14：00 ～
14：30 ～　15：00 ～　15：30 ～

税務課（吉備庁舎）で受ける確定申告の相談には予約が必要
町民税県民税の申告相談は、従来どおり先着順案内となりますので、予約は不要です。（町民税県民税申

告のことを、確定申告と間違えられている方をよくお見受けします。町民税県民税申告は、確定申告ではあ
りませんのでご注意ください。）

税務課（吉備庁舎）で確定申告の相談を希望される方
インターネットでのオンライン先行予約もしくは電話予約のどちらかで必ず事前予約をしてから来庁して

ください。（町ホームページに掲載）

清水行政局住民福祉室の場合
確定申告および町民税県民税の申告相談は、従来どおり先着順案内となりますので、予約は不要です。
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予約をされる前に一度ご検討ください
確定申告は、マイナンバーカードがあれば、スマートフォンを利用してご自身で電子申告（e-Tax）

をすることができます。申告会場に出向くことなく、24 時間いつでも自宅などから申告が可能で、添
付書類の省略や還付金の早期受領などのメリットがあります。画面の案内に沿って金額などを入力し
ていくだけで、確定申告書を作成でき、データを送信すれば申告完了です。

国税庁 確定申告書等作成コーナーから電子申告ができます。スマートフォンのカメラ機
能で右の二次元コードを読み取ってください。

オンライン先行予約
電話予約に先行して予約を開始します。できるだけオン

ラインでの予約にご協力ください。
●予約開始日時／ 1 月 26 日（月）9:00 ～
●予約サイト／スマートフォンのカメラ機能で、

右の二次元コードを読み取ってください。

電話予約

●予約期間／ 2 月 5 日（木）～ 3 月 11 日（水）の平日
●予約対応時間／ 9:00 ～ 16:00（12:00 ～ 13:00 を除く）
●予約専用コールセンター（予約専用電話番号 3 回線）
・080 ‐ 2780 ‐ 4099　　・080 ‐ 8583 ‐ 3440　　・080 ‐ 9555 ‐ 7463
※電話予約は、電話を受けた職員が予約希望者の方から必要事項を聞き取りながら、代わりにオンライン予約の入力を

行いますので、お時間がかかることをご了承ください。

事業所得（営業・農業・不動産）の申告がある方・医療費控除の申告がある方
収支内訳書や決算書、医療費控除の明細書は、職員による代行作成を行いませんので、相談前に作成して

からお越しください（様式は、役場や税務署、国税庁ホームページなどにあります）。作成がお済みでない
場合は、相談を受けることができません。

予約の変更・キャンセルに関する注意事項
●オンライン予約の場合
・予約の変更は、登録済みの予約をキャンセルした後に、再度新規の予約をしてください。
・予約のキャンセルは、予約した来場日の前日 12:00（土・日・祝日を除く）までに、予約完了メールに記

載の申請状況照会・取り消し用の URL からお手続きを済ませてください。
●電話予約の場合
・予約の変更・キャンセルは、予約した来場日の前日 12:00（土・日・祝日を除く）までに、上記の予約専

用電話番号にご連絡ください。

その他連絡事項
・オンラインや電話での予約ができない方は、税務課（吉備庁舎）窓口に来庁していただければ、予約手続

きをサポートします。ただし、来庁された当日の予約枠に空きがない場合は、再度予約した日時に来てい
ただくことになりますので、ご了承ください。

・予約の残り枠がなく予約ができない方や有田川町に住民登録のない方は、ご自身で電子申告（e-Tax）を
行うか、税務署で申告をしてください。

・ご自身で作成された紙媒体の申告書を提出される場合は、直接税務署へご持参ください。
・他の方に予約枠を譲ることはできません。

町ホームページからも
オンライン予約！

オンライン予約フォームを
町ホームページに掲載してい
ますので、右の二次元コード
からお手続き可能です。

電話予約は混雑のため、つながりにくい
状況が予想されます。できるだけオンライ
ン先行予約にご協力ください（ご自身以外
の方に予約していただいても構いません）。

電話がつながらない場合、役場代表や税
務課直通へ電話をかけていただいても予約
の受け付けはしません。
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●
寒
暖
差

気
温
が
低
く
な
る
と
血
行
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
手
足
な
ど
の
冷
え
、
肩
凝
り
な

ど
の
不
調
が
現
れ
ま
す
。
就
寝
時
の
温
度

や
湿
度
が
適
切
で
な
い
場
合
、
睡
眠
ト
ラ

ブ
ル
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

●
食
生
活
の
乱
れ

冬
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
食
生
活
が
乱
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
野
菜
不
足
な
ど
が
続
く

と
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養

素
が
不
足
す
る
こ
と
で
体
調
が
崩
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

 

冬
バ
テ
と
は

環
境
変
化
な
ど
の
気
温
の
急
激
な
変
化

に
よ
っ
て
起
こ
る
体
の
不
調
の
こ
と
で

す
。

 

冬
バ
テ
の
原
因

●
日
照
時
間
の
減
少

日
照
時
間
が
減
る
こ
と
で
、
神
経
伝
達

物
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
分
泌
が
減
少
し
ま
す
。セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、

精
神
を
安
定
さ
せ
る
働
き
や
睡
眠
を
促
す

作
用
、
食
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

が
減
少
す
る
と
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
寝
付
き
が
悪
く
な
る
、
過

食
す
る
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

●
気
圧
の
変
化

気
圧
の
変
化
は
、
耳
の
鼓
膜
の
奥
に
あ

る
内
耳
を
介
し
て
脳
に
伝
わ
り
ま
す
。
す

る
と
、
自
立
神
経
に
ま
で
影
響
が
及
び
、

交
感
神
経
・
副
交
感
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が

乱
れ
ま
す
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

冬
バ
テ
の
主
な
症
状

・
食
欲
不
振

・
適
切
な
睡
眠
時
間
を
確
保
し
て
も
、
疲

れ
が
取
れ
な
い
。

・
眠
り
が
浅
く
、夜
中
に
起
き
て
し
ま
う
。

・
倦け

ん

怠た
い

感

・
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
す
る
。

・
頭
痛
・
肩
凝
り

 

冬
バ
テ
を
予
防
し
よ
う

・
耳
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

①
両
耳
の
上
部
を
軽
く
つ
ま
み
、
5
秒

間
上
に
引
っ
張
る
。

②
両
耳
の
真
ん
中
を
軽
く
つ
ま
み
、
5

秒
間
横
に
引
っ
張
る
。

③
両
耳
の
真
ん
中
を
軽
く
つ
ま
み
、
5

秒
間
下
に
引
っ
張
る
。

④
両
耳
の
真
ん
中
を
軽
く
つ
ま
み
、
横

に
引
っ
張
り
、
そ
の
ま
ま
後
ろ
に

ゆ
っ
く
り
大
き
く
5
回
回
す
。

・
毎
朝
、
一
定
時
間
に
起
き
て
日
光
を
浴

び
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
。

・
体
を
冷
や
さ
な
い
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
。

・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
を
す
る
。

・
就
寝
2
～
3
時
間
前
に
入
浴
す
る
。な

ど

えんちょう先生に聞いてみよう！
～こども園ってどんなところ～

●日時／1月 22日（木）10:00 ～ 11:00
●場所／金屋第三こども園
●定員／10組程度
●参加費／無料
●申し込み／1月 6日（火）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（1月 9日・16日・23日・30日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
13:45～14:45

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

冬
バ
テ
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
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おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 7 年（2025 年）11 月）

加入者数 6,334 人

支払額 3 億 514 万円

1 人当たりの医療費
4 万 8,175 円

（前年同月 4 万 4,274 円）

令和 6 年度（2024 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 2,837 円／月

51 万 4,046 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心掛
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

■場所／金屋文化保健センター　■時間／ 9:00 ～ 11:00
1月 8日（木）、1月 15日（木）、
2月 5日（木）、2月 19日（木）

■場所／高齢者福祉センター　■時間／ 9:30 ～ 10:30
3月 18日（水）　申込期限：3月 11日（水）

●高齢者福祉センター開催分については、
事前の予約が必要なため、右の二次元
コードからお申し込みください。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和7年（2025年）9月生まれ］
1月 27日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和7年 (2025年）2月生まれ］
1月 6日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和6年（2024年）5月生まれ］
1月 21日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和5年（2023年）10月生まれ］
1月 28日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）6月生まれ］
1月 13日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 1 日（日）　申込期限：1 月 5 日（月）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 5 日（木）、3 月 5 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

1 月 7 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談
・家でもできる簡単な脳トレ
・運動教室「リラックスヨガ」
・栄養講座「防ごう低栄養」
2 月 4 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談
・血管年齢測定
・運動教室「ヨガで代謝アップ」
・栄養講座「脂質異常症を予防しよう」

実施時間
9:00～
11:00

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）
または清水行政局住民福祉室まで。
右の二次元コードからも申し込み
が可能です。

実施時間
19:30～
20:30
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

「体がだるくて重い…」そんなときこそ、ストレッ
チで心も体もすっきりしてきれいになりませんか。

昨年 9 月に実施したストレッチ教室が好評でした
ので、再度実施することになりました。生活にスト
レッチを取り入れることで、柔軟性を高め、凝りの
解消につながります。ご自宅でできるストレッチの
紹介もありますので、動きやすい服装でぜひ皆さま
ご参加ください。

※ご自身の健康状態については、自己の責任におい
て十分に確認し、ご参加ください。

いきいき 100 歳体操で、元気に 100 歳！
有田川町では平成 26 年（2014 年）度より、重

りを使ってゆっくりと体を動かして体操をする
「いきいき 100 歳体操」が広がり、現在では町内
で約 80 の運動グループが活動しています。

そのうちの一つである「うぶいし公民館」の参
加者の中には、100 歳の北桺松代さんが元気に体
操されています。いつも明るくてよく笑う北桺さ
んはみんなの人気者。健康の秘訣は「野菜を作っ
たり、友達と出かけたり、体操に来たりするのが
いいね」と教えていただきました。

他の参加者の人たちからは「元気な 100 歳を目
指そうと思っている」「北桺さんが目標になって
いる」との声がありました。

みんなが主役の笑顔が絶えないグループです。

ストレッチ教室を開催！参加者募集！

アラ還世代から始める からだづくり
~ ビューティーストレッチ編～

●日時／ 2 月 18 日（水）13:30 ～ 14:30
●場所／金屋文化保健センター 2 階 文化ホール
●講師／青石博文さん（済生会有田病院 理学療法士）
●定員／先着 30 人
●持ち物／水分・ヨガマット（持っていれば）

地域でのいきいき 100 歳体操やラジオ体操のご相談、ストレッチ教室のお申し込みは、地域包括支
援センター（☎ 22 ‐ 4502）へご連絡ください。
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火
災
防
止
に
ご
協
力
を
！

火
災
防
止
の
た
め
、町
内
で
の
野
焼
き
・

た
き
火
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

な
ど
の
焼
却
は
、
消
防
署
へ
届
け
出
を
し

て
も
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
・
穴
を
掘
っ

て
の
焼
却
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
悪

臭
や
煙
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷
惑
だ
け
で
な

く
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

野
焼
き
・
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

毎
年
1
月
26
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
全
国
一
斉
に
「
育
て
よ
う 

歴

史
を
守
る 

防
火
の
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、
文

化
財
の
防
火
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

火
災　
…　
14
件

救
急　
…　
1
2
6
2
件

救
助　
…　
28
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
７
年
（
2
0
2
5
年
）

11
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

文
化
財
は
、
歴
史
・
文
化
を
正
し
く
理

解
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
文
化
財

の
周
囲
で
は
、
た
き
火
・
喫
煙
は
や
め
、

地
域
の
歴
史
と
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

 

消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練

1
月
25
日
（
日
）
に
消
防
署
・
消
防
団

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
白
岩
丹
生
神
社
（
小
川
2
6
2
7
）

／
吉
備
金
屋
消
防
署
・
金
屋
支
団
第
2

分
団

●
浄
安
寺
（
三
田
6
8
1ｰ

1
）
／
清

水
消
防
署
・
清
水
支
団
第
3
分
団

消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
で
の
駐
車
禁
止

火
災
が
発
生
し
た
際
、
消
防
車
が
消
火

に
充
て
る
水
を
ど
こ
か
ら
使
用
す
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。
多
く
の
場
合
、
道
路
上
や

歩
道
上
に
整
備
さ
れ
た
消
火
栓
や
防
火
水

槽
の
水
を
使
用
し
、
消
火
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付

近
に
駐
車
さ
れ
て
い
る
と
、
水
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
一
刻
を
争
う

消
火
活
動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
ま
す
の

で
、
絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
7
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　
準
備
よ
し
」

文
化
財
防
火
デ
ー
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
11
月
16
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
た「
あ
り
だ
が
わ
楽
市
」

の
環
境
衛
生
課
ブ
ー
ス
に
て
、
リ
ユ
ー
ス

子
ど
も
服
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
古
着
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
方

へ
、
生
ご
み
水
切
り
グ
ッ
ズ
と
協
賛
企
業

の
キ
ク
ロ
ン
株
式
会
社
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
を
配
布
し
ま
し
た
。
サ

イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
が
、

新
た
に
必
要
と
す
る
方
へ
渡
る
、
環
境
に

優
し
い
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
協
力
金
は

1
万
1
0
0
円
。
こ
の
協
力
金
は
、
こ
ど

も
園
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
絵
本

購
入
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
4
月
か
ら
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
鑑
札
と

見
な
す
制
度
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
や
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
購
入
し
た
犬
に

は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て
お
り
、

購
入
時
に
飼
い
主
情
報
の
変
更
登
録
を
す
る

と
町
へ
の
登
録
が
自
動
的
に
完
了
し
ま
す
。

市
町
村
へ
の
犬
の
登
録
は
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
に
不
安
が
あ
る
方

は
、
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
が
完
了
し

て
い
る
場
合
は
、
毎
年
3
月
ご
ろ
に
役
場

か
ら
注
射
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

●
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
4
月
1
日

以
前
か
ら
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ

前
記
制
度
の
対
象
外
と
な
り
、
従
来

の
鑑
札
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
首
輪

に
着
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）4
月
1
日

以
前
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
登
録
し
て
い
て
も
、
鑑

札
と
は
見
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
迷
い
犬
防
止
と
災
害
時
の
た
め
に
も
登
録
を

毎
年
、
町
内
で
は
迷
い
犬
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
鑑
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
あ
れ
ば

飼
い
主
を
す
ぐ
特
定
で
き
、
早
期
の
返
還
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
も
飼
い

主
の
特
定
に
役
立
つ
た
め
、
日
頃
か
ら
登
録

情
報
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
も
お
忘
れ
な
く

犬
を
飼
う
方
に
は
、
毎
年
1
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
し
、
処
理
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
解
体
や
撤
去
・
処
理
な
ど
を
業
者
に
依

頼
し
て
発
生
し
た
も
の
は
、
産
業
廃
棄

物
と
見
な
さ
れ
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

・
処
理
場
へ
搬
入
で
き
る
人
は
、
許
可
を

受
け
た
人
か
、
許
可
を
受
け
た
人
の
4

親
等
以
内
の
人
で
す
。

・
搬
入
量
は
、
同
一
現
場
か
ら
の
搬
入
量

の
累
計
が
4
ト
ン
ま
で
で
す
。

●
許
可
申
請
方
法

・
尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
へ
搬
入
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁

舎
）で
許
可
願
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
許
可
書
は
申
請
者
立
ち
合
い
の
下
、
発

生
地
の
現
場
確
認
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

・
搬
入
時
に
は
、
搬
入
者
は
運
転
免
許
証

を
管
理
人
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服
バ
ザ
ー

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場

処理手数料
車両 料金

軽トラック 520 円

0.75 トン積車両 1,570 円

1 トン積車両 2,100 円

1.5 トン積車両 3,150 円

2 トン積車両 4,200 円

4 トン積車両 8,400 円
（車両 1 台につき）

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
10
月

約
2
7
7
ト
ン

前
月
か
ら
約
9
ト
ン
の
増
加

鑑札

犬
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場（
川
口
4
4
1
）で

は
、家
庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
や
が
れ
き

類
な
ど
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
搬
入
で
き
る
も
の

・
土
砂
（
草
木
を
含
ま
な
い
も
の
）

・
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

・
が
れ
き
類
（
瓦
・
れ
ん
が
・
タ
イ
ル
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
殻
（
鉄
筋
の
入
っ
て
い
な
い

も
の
）・
非
飛
散
性
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
な
ど
）

※
草
木
・
金
属
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
石
こ

う
ボ
ー
ド
は
搬
入
禁
止
で
す
。

●
処
分
場
の
取
扱
日
お
よ
び
時
間
／
毎
週

木
曜
日
～
日
曜
日 

8
時
30
分
～
17
時

●
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
搬
入
で
き
る
も
の
は
、
町
内
の
家
庭
か

ら
発
生
し
た
土
砂
・
が
れ
き
類
・
ガ
ラ

ス
く
ず
・
陶
器
類
で
、
町
民
自
ら
が
解
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問こども教育課（金屋庁舎）
音楽会 （パート 1）

文化の秋。各小中学校で音楽会や文化祭を開催しました。それぞれの学校が学習の成果を発表し、すばら
しい歌声や合奏を響かせました。今回はパート 1 として、４校の小学校の音楽会の様子を紹介します。

11 月 14 日 （金） 鳥屋城小学校

11 月 7 日 （金） 田殿小学校

11 月 7 日 （金） 御霊小学校

11 月 14 日 （金） 藤並小学校

「心に響かせ感動のハーモニー」
努力の結晶を見ていただきました。

「心を一つに きれいな音色を響かせよう！」
熱気あふれる音楽会となりました。

「一音入魂」
会場いっぱいに笑顔と拍手が広がりました。

「つくりあげよう わたしたちの音色
～笑顔をわすれず、心を一つに～」

最高の音色を響かせることができました。
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原画展
有田川町絵本コンクール
2025 受賞者原画展
　期間／ 1 月 4 日（日）～ 2 月 27 日（金）
　時間／ 12:00 ～ 16:00
　場所／ちいさな駅美術館
　　　　（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント

新着図書案内
■一般書
スマホ依存がわかる本　……………… 樋口進／監
大谷のバットはいくら？　…………… 熊崎敬／著
余り毛糸の活用手帖　…… 成美堂出版編集部／編
辞書にないけどよく使う 手話単語＆フレーズ 392
………………………………………… 鈴木隆子／著
さよならジャバウォック　……… 伊坂幸太郎／著
フルハウス　………………………… 堂場瞬一／著
少弐 民に捧げた三百六十年… ……… 帚木蓬生／著
ナモナキ生活はつづく　………… 寺地はるな／著
■児童書
きみが知ってる恐竜のこと、ぜんぶまちがい !?
………………………… ニック・クランプトン／著
中高生のための詩のつくりかた　…… 久谷雉／監
怪盗うみねこの事件簿　……… 　阿津川辰海／作
くっつきました… ……　内田麟太郎／作　高畠那生／絵
ふわふわさん… …… 　角野栄子／作　よしむらめぐ／絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

全館臨時休館日／ 1 月 8 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

1 月 15 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
　　　　　　　　し み ず 園　14:30 ～ 15:00
1 月 16 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
1 月 21 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止または実
施内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせください。

使ってみよう！電子図書館
～持ち歩けるもう一つの図書館。
　電子図書館で、今の自分に合う一冊を。～

電子図書館には、小説や健康・料理・趣味の本、
郷土資料、児童書などがそろっています。電車や
バスの中、待ち合わせまでの少しの時間など、ス
マホやタブレットがあれば、短い時間でも読書を
楽しめます。思い立ったときにすぐ読めるのが電
子図書の魅力です。画面の文字サイズ調整や読み
上げ機能のある電子図書もあり、最近は読書の時
間が減ってしまったという方、忙しい方にもおす
すめです。

有田川ライブラリーの図書貸出利用カードをお持
ちの方なら誰でも電子図書館が利用できます。あな
たにに寄り添う一冊をぜひ探してみてください。
※郷土資料（有田川町の町誌や郷土料理、民話の

朗読、町内のお祭りの動画など）はログインな
しで、閲覧できます。

おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要
日時／ 1 月 20 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館　　対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 1 月 11 日（日）・18 日（日）・25 日（日）

場所／ポッポ絵本館　時間／ 14:00 ～ 14:30
②日程／ 1 月 10 日（土）

場所／金屋図書館　　時間／ 10:30 ～ 11:00
ブックラザ「だるまさんがゴロン」

日時／ 1 月 22 日（木）10:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館　　対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要
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人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

副
島
淳
さ
ん
の
講
演
会
で
、
私
は
受
け

付
け
や
資
料
配
布
を
担
当
し
、
来
客
対
応

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
前
、
廊
下
で
副
島

さ
ん
を
お
見
か
け
し
た
際
、
そ
の
体
格
の

大
き
さ
と
ア
フ
ロ
ヘ
ア
ー
の
迫
力
に
、
思
わ

ず
二
度
見
し
て
し
ま
う
ほ
ど
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
講
演
が
始
ま
り
お
話
を
聞
く

と
、
明
る
く
お
お
ら
か
な
雰
囲
気
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
、
思
春
期
の
壮
絶
な
い
じ
め

体
験
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
容
姿
が
周

囲
と
違
う
と
い
う
理
由
だ
け
で
執し

つ

拗よ
う

な
い

じ
め
を
受
け
、
自
殺
を
考
え
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
母
親
は
本
人

の
登
校
拒
否
の
気
持
ち
を
否
定
せ
ず
、
あ
っ

け
ら
か
ん
と
笑
い
な
が
ら
肯
定
的
に
受
け

止
め
、
副
島
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
そ

の
容
姿
の
違
い
を
受
け
入
れ
て
き
た
覚
悟

を
諭
し
て
く
れ
た
と
言
い
ま
し
た
。

中
学
校
に
進
学
し
て
か
ら
は
、
体
格
差

が
出
て
き
た
こ
と
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

で
活
躍
し
た
こ
と
で
自
信
が
生
ま
れ
、
い

じ
め
た
同
級
生
と
も
対
等
に
関
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
過
去

の
経
験
に
よ
る
感
情
は
、
今
で
も
心
の
隅

に
残
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
精
神
科
看
護
師
と
し
て
働
い
て
き

た
経
験
か
ら
、思
春
期
の
い
じ
め
が
そ
の
後

の
精
神
疾
患
の
発
症
や
生
き
づ
ら
さ
に
つ

な
が
る
場
面
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。有

名
に
な
ら
れ
た
方
で
あ
っ
て
も
、心
に
負
っ

た
傷
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
現
実
を
改

め
て
実
感
し
、学
校
や
家
庭
で
の
フ
ォ
ロ
ー

が
い
か
に
大
切
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
委
員
研
修

に
つ
い
て
で
す
。
当
日
は
秋
空
が
広
が
り
気

温
も
過
ご
し
や
す
く
、
研
修
に
は
ぴ
っ
た
り

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
到
着
す
る

と
、
ま
ず
目
に
入
っ
た
の
は
大
屋
根
リ
ン
グ

で
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
参
加
者
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

9
時
30
分
ご
ろ
に
入
場
し
、
ま
ず
予
約

不
要
の
コ
モ
ン
ズ
館
（
A
・
B
・
C
館
）

へ
向
か
い
ま
し
た
。
コ
モ
ン
ズ
館
で
は
、
ア

フ
リ
カ
や
中
南
米
、
南
太
平
洋
の
島
国
な

ど
小
規
模
な
国
の
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、

一
つ
の
建
物
の
中
で
区
画
が
国
ご
と
に
分
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
旧
日
本
軍
が
占
領
し
て
い
た

国
も
あ
り
、
日
本
式
教
育
や
社
会
シ
ス
テ
ム

が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
驚
き

ま
し
た
。
背
景
に
は
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
こ

と
を
想
像
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
今
も

残
っ
て
い
る
文
化
や
制
度
が
あ
る
こ
と
は
、

歴
史
の
複
雑
さ
を
感
じ
る
場
面
で
し
た
。

ま
た
、
歴
代
首
相
と
の
写
真
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
友
好
関
係
は
、
平
和

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
長
年
の
交
流
の
積
み

講
演
会
と
大
阪
・
関
西
万
博
見
学

重
ね
で
築
か
れ
た
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
、
多
様
な
文
化
や

歴
史
に
触
れ
、
改
め
て
人
権
や
多
様
性
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

岩
本 

哲
男

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 1 月 15 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110
 

人
権
機
関
有
田
川

　
　
　
　
　
秋
の
啓
発
活
動

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
10
月
～
11

月
に
、
次
の
と
お
り
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
啓
発
活
動
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
人
権
啓
発
標
語
作
品
の
展
示

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
配
布

・
Ｊ
Ｒ
藤
並
駅
で
の
啓
発
活
動

・
各
小
中
学
校
へ
の
訪
問

・
事
業
所
訪
問
（
清
水
地
区
）
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（令和 7年（2025 年）11 月末日現在）

人口 2万 4,688 人
男 1万 1,727 人
女 1万 2,961 人

1 万 652 世帯

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

●
1
月
22
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

健 

康

◆
◆
◆

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

定
期
接
種
期
限
は
3
月
31
日（
火
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
令
和

7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
に
対
象
と

な
る
方
の
定
期
接
種
期
限
は
、
3
月
31
日

（
火
）
で
す
。
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
任
意
接

種
と
な
り
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す

る
場
合
、
2
カ
月
以
上
の
接
種
期
間
を
空

け
て
2
回
接
種
が
必
要
と
な
る
た
め
、
2

回
と
も
定
期
接
種
で
受
け
る
た
め
に
は
、

1
回
目
の
接
種
を
1
月
31
日
（
土
）
ま
で

に
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

①
令
和
7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
に

65
歳
に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
を
有
す
る
方

③
令
和
7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
に

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
1
0
0

歳
に
な
る
方（
令
和
11
年
度（
2
0
2
9

年
度
）
ま
で
の
経
過
措
置
）

④
1
0
1
歳
以
上
の
方
（
令
和
7
年
度

（
2
0
2
5
年
度
）
限
り
）

※
対
象
と
な
る
の
は
生
涯
に
1
度
限
り
で

す
。5
年
後
に
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
定
期

接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
自
己
負
担
金

①
生
ワ
ク
チ
ン
（
1
回
接
種
）
／
1
回
当

た
り
2
5
0
0
円

②
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
2
回
接
種
）
／

1
回
当
た
り
6
千
円

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室年 

金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
一
部
の
方
（
※
）
を
除

き
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、

毎
月
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
収
入
が
な
い
な
ど
、
今
す
ぐ
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
納
付

免
除
・
猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組
合
加

入
者
、
前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。

1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
2
月
2
日
（
月
）
ま
で

に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限

間
近
に
な
る
と
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
（
１
月
中
旬
を
目
安
に
）
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 48 件
死者 0人　負傷 0人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局｝
城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
上 下 水 道 課 52 − 5356
Ａ ＬＥ Ｃ（ ア レ ッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 セ ン タ ー 52 − 5474
有 田 川 町 少 年 セン ター 52 − 8744
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お知らせお知らせ
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

る
場
合
）・
所
得
控
除
に
係
る
各
種
証

明
書
な
ど
の
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な

書
類
・
筆
記
用
具
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
各
会
場
と
も
「
土
地
・
建
物
・
株
式
な

ど
を
売
却
さ
れ
た
所
得
」「
山
林
所
得
」

「
贈
与
税
」「
相
続
税
」
に
関
す
る
相
談

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
分

確
定
申
告
会
場

湯
浅
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場
を

開
設
し
ま
す
。

●
開
設
期
間
／
2
月
16
日
（
月
）
～
3
月

16
日
（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
相
談
受
付
時
間
／
16
時
ま
で

※
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

は
、
16
時
以
前
に
相
談
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
に
よ
る
申

告
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
を

お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ホ
を
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
持
参
を
お
願
い
し
ま

す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
二
つ
の

暗
証
番
号
も
お
忘
れ
な
く
）。

●
土
地
等
譲
渡
所
得
お
よ
び
贈
与
税
の
相

談

次
の
担
当
者
が
従
事
し
て
い
る
日
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
程
／
2
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）・

24
日
（
火
）・
25
日
（
水
）・
26
日
（
木
）・

3
月
9
日（
月
）・
10
日（
火
）・
11
日（
水
）・

12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）・
16
日
（
月
）

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
e
‐
T
a
x
！

確
定
申
告
を
す
る
際
に
は
、
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ご
自
宅
か
ら
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
デ
ー
タ
は
、
そ
の
ま
ま
e
‐

T
a
x
で
送
信
可
能
で
す
の
で
、
令
和

7
年（
2
0
2
5
年
）分
の
確
定
申
告
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
ご
自

宅
か
ら
申
告
で
き
る
e
‐
T
a
x
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
関
す
る
税
務
相
談

は
ぜ
ひ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
は
、
利
用
者
の
知

り
た
い
情
報
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
が
自
動
で

回
答
を
表
示
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
税
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、

電
話
で
の
相
談
に
比
べ
て
気
軽
に
質
問
し

た
り
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
税
の
情
報
に
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
期
限

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
16
日
（
月
）

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
31
日

（
火
）

●
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
16
日

（
月
）

便
利
な
納
付
方
法
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
（
振
替
納
税
）・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
・
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る

e
‐
T
a
x
申
告
と
連
動
し
た
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
な
ど
、

金
融
機
関
や
税
務
署
な
ど
の
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
い
、
非
対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
」の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署
　
☎
6
3
‐
5
3
5
1

2 月
開設時間5 10 12 13

木 火 木 金

有田市文化福祉センター
大会議室 ●

9:30 ～ 16:00
（相談受け付け締め切り時間 15:30）有田川町役場 吉備庁舎

4 階 第 2・3 会議室 ●

有田川町役場 清水行政局
2 階 大会議室 ● 9:30 ～ 15:00

（相談受け付け締め切り時間 14:30）

湯浅納税協会
３階 会議室 ● 9:30 ～ 16:00

（相談受け付け締め切り時間 15:30）

開設場所

開催日
※
い
ず
れ
の
会
場
も
12
時
～
13
時
は
、
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
ご
来
場
の
際
に
は
、
前
年
分
の
控
え
・

源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
収
入
の
あ

国税庁 チャット
ボット（ふたば）
に相談する
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お知らせお知らせ

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
実
施
し
ま
せ

ん
。

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
17

歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
1
月
15
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／【
1
次
試
験
】1
月
25
日（
日
）

【
2
次
試
験
】
2
月
14
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
【
1
次
試
験
】
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
（
和
歌
山
市
）・
田
辺

市
民
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
田
辺
市
）

【
2
次
試
験
】
信
太
山
駐
屯
地
（
大
阪

府
和
泉
市
）
お
よ
び
和
歌
山
地
方
協
力

本
部
（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　
☎
8
2
‐
6
6
3
1
　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

●
申
し
込
み
方
法
／
次
の
二
次
元
コ
ー

ド
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
有
田
振
興
局
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
申
込
用
紙
以
外
で
申
し
込
む
場
合
は
、

名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
手
話
講
座

参
加
希
望
で
あ
る
こ
と
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問

有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部
総
務
福
祉
課

☎
6
4
‐
1
0
1
6 

フ
ァ
ク
ス 
6
4
‐
1
2
6
1

募 
集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
第
8
回
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

・
受
付
期
間
／
2
月
4
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
2
月
15

日
（
日
）
～
17
日
（
火
）【
身
体
検
査
・

口
述
試
験
】
2
月
21
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

下
水
道

◆
◆
◆

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
、
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お

住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
ご
家
庭
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

問

上
下
水
道
課

福 

祉

◆
◆
◆

は
じ
め
て
の
手
話
講
習

「
手
話
」
は
、
手
や
体
の
動
き
、
顔
の

表
情
な
ど
で
意
思
を
伝
え
る「
見
る
言
葉
」

で
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
、
手
話
で
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
2
月
8
日
（
日
）
13
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
湯
浅
保
健
所 

2
階 

大
会
議
室

●
対
象
／
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

●
講
座
内
容
／
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
説

明
・
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
の
表
現
の

練
習

●
定
員
／
15
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
／
1
月
30
日
（
金
）
ま
で

ありだがわ防災・
行政ナビの登録を

防災無線の放送内容やハ
ザードマップ、緊急情報を
確 認 で き ま す。「 ラ イ フ ビ
ジョンアプリ」をインストー
ルしてください。無料で利
用できます。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

32広報ありだがわ　2026.1



お知らせお知らせ

・
4
カ
月
間
／
3
万
2
千
円
（
1
カ
月
当

た
り
8
千
円
）

・
5
カ
月
間
／
3
万
7
5
0
0
円
（
1

カ
月
当
た
り
7
5
0
0
円
）

・
6
カ
月
間
／
4
万
2
千
円
（
1
カ
月
当

た
り
7
千
円
）

●
掲
載
の
決
定

受
け
付
け
終
了
後
、
有
田
川
町
広
告
掲

載
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
掲

載
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

広
告
掲
載
希
望
者
に
は
「
有
田
川
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
掲
載
可
否
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
、
可
否
を
通
知
し
ま

す
。

●
掲
載
料
の
納
付

掲
載
希
望
者
宛
て
に
送
付
す
る
「
有
田

川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
掲
載
可
否

決
定
通
知
書
」
と
共
に
、
掲
載
料
の
請
求

書
・
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
請
求
書
・

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
納
期
ま
で
に

掲
載
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
期
ま
で
に
掲
載
料
の
納
付
が

な
い
場
合
は
、
掲
載
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
請
様
式
や
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
な
ど

の
詳
細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

有
田
川
町
は
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の

中
で
「
有
料
広
告
の
媒
体
を
考
え
、
広
告

料
等
財
源
の
確
保
を
図
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
料
広
告
掲
載
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
広
告
の
規
格

・
大
き
さ
／
縦
50
ピ
ク
セ
ル
・
横

1
5
0
ピ
ク
セ
ル

・
デ
ー
タ
容
量
／
8
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

・
形
式
／
J
P
E
G
・
G
I
F
な
ど
（
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

●
掲
載
場
所
・
位
置

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と

し
、
掲
載
位
置
は
当
該
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
内

で
町
が
指
定
す
る
位
置
と
し
ま
す
。

●
募
集
枠
／
最
大
4
枠
程
度

●
広
告
の
掲
載
期
間

掲
載
は
1
カ
月
単
位
で
す
。
掲
載
期
間

は
1
カ
月
以
上
6
カ
月
以
内
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
期
間
の
終
期
は
、
掲
載
開
始
日

の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
と
し
ま
す
。

●
広
告
の
掲
載
料

次
の
と
お
り
、
複
数
月
の
お
申
し
込
み

で
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

・
1
カ
月
間
／
1
万
円

・
2
か
月
間
／
1
万
9
千
円
（
1
カ
月
当

た
り
9
5
0
0
円
）

・
3
カ
月
間
／
2
万
5
5
0
0
円
（
1

カ
月
当
た
り
8
5
0
0
円
）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うこと
があります。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「か○○」
手話で「しりとり」していきましょう。皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは「鹿」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント…白雪姫に登場する女王が「世界で一番美しいのは
誰？」と問い掛けていた物。

右手のひらを見つめて、
右手を軽くひねるように
動かす。
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お知らせお知らせ

●
大
学
院

18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
入
学
で
き
、
好

き
な
科
目
を
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

①
修
士
科
目
生
（
6
カ
月
在
学
）

・
入
学
料
／
1
万
4
千
円

・
授
業
料
／
1
単
位
当
た
り
1
万
2
千
円

②
修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
）

・
入
学
料
／
1
万
8
千
円

・
授
業
料
／
1
単
位
当
た
り
1
万
2
千
円

※
修
士
・
博
士
を
目
指
す
修
士
全
科
生
と

博
士
後
期
課
程
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

別
日
程
で
入
学
選
考
が
あ
り
ま
す
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
2
月
27
日
（
金
）
ま
で

・
第
2
回
／
2
月
28
日
（
土
）
～
3
月
16

日
（
月
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
資
料
を
無
料

で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

（
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
7
‐
20
）

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://w

w
w
.ouj.

ac.jp

放
送
大
学
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。
大

学
や
大
学
院
の
授
業
を
負
担
の
少
な
い
費

用
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
年
代
や
職
業
の

方
々
が
学
ん
で
い
ま
す
。

放
送
大
学
教
養
学
部
と
大
学
院
（
修
士

選
科
生
・
修
士
科
目
生
）
の
特
長
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
教
養
学
部

学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
15
歳
以
上

な
ら
ば
誰
で
も
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
3
0
0
科
目
以

上
の
中
か
ら
好
き
な
科
目
を
1
科
目
か
ら

学
べ
ま
す
。
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
卒
業
す
る
と
学
士
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

①
科
目
履
修
生
（
6
カ
月
在
学
）

・
入
学
料
／
7
千
円

・
授
業
料
／
1
単
位
当
た
り
6
千
円

②
選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
）

・
入
学
料
／
9
千
円

・
授
業
料
／
1
単
位
当
た
り
6
千
円

③
全
科
履
修
生
（
4
年
以
上
在
学
・
卒
業

を
目
指
す
）

・
入
学
料
／
2
万
4
千
円

・
授
業
料
／
1
単
位
当
た
り
6
千
円

案 

内

◆
◆
◆

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

説
明
会

自
分
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
に
預

け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
自
筆
証
書
遺

言
書
保
管
制
度
）
に
つ
い
て
、
法
務
局
職

員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時
お
よ
び
会
場

・
１
月
16
日
（
金
）
10
時
～
11
時
／
和
歌

山
地
方
法
務
局 

5
階
会
議
室

・
2
月
10
日
（
火
）
15
時
～
16
時
／
和
歌

山
地
方
法
務
局 

4
階
会
議
室

●
参
加
費
／
無
料

●
予
約
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
ま

で
、
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制
（
人
数
に
限
り
あ
り
）

問

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

（
予
約
の
場
合
は
自
動
音
声
案
内
5
番
）

広
報
あ
り
だ
が
わ
12
月
号
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

12
頁
「
有
田
川
町
の
財
政
事
情
」
の
「
一
般
会
計
の

基
金
残
高
の
状
況
」
で
、
令
和
6
年
度
（
2
0
2
4
年

度
）
に
お
い
て
、
主
に
積
み
立
て
を
行
っ
た
も
の
の
金

額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が

5
億
3
2
3
7
万
円
、
減
債
基
金
が
1
億
3
3
5
4
万

円
、
公
共
施
設
整
備
基
金
が
1
億
6
0
7
万
円
」
と
記

載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が

9
億
58
万
円
、
減
債
基
金
が
1
億
5
4
2
8
万
円
、
公

共
施
設
整
備
基
金
が
1
億
9
3
9
7
万
円
」
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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お知らせお知らせ

月 火 水 木 金 土 日
1 元日 2 3 4

5 6
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8 9 10
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

11

12 成人の日 13
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

14
□手話講習会

初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

15
□人権特設相談所

（金屋文化保健センター）
【総務課】

16
□手話講習会

こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

17 18
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

19 20
□デイケア

（清水保健センター）
【住民福祉室】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

21
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

22
□行政相談所

（きび保健福祉センター )
【総務課】

23
□水道・下水道料金

口座振替日
【上下水道課】

24 25
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

26 27
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

29
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

30
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

31 2/1
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

2 3 4
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

6
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7 8

1月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎52-2111にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベント

などについて、やむを得ず中止とな
る恐れがあります。最新の情報は町
ホームページでご確認いただくかお
問い合わせください。

□第 4 期固定資産税納期限【税務課】
□第 4 期町県民税納期限【税務課】
□第7期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 7 期後期高齢者医療保険料普通

徴収納期限【住民課】
□第 7 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【上下水道課】

□第 6 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 6 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【上下水道課】

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健
センター）

【健康推進課】

□令和 8 年有田川町二十歳の集い
（金屋文化保健センター）【社会教育課】

□有田川町消防団出初式
（明恵の里スポーツ公園）【消防本部】

□おはなし会（ポッポ絵本館）【ALEC】
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昨
年
5
月
か
ら
3
D
プ
リ
ン
タ
で
制
作
を
進
め
て
き
た
ワ
カ
ヤ
マ

ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
模
型
が
完
成
し
、
吉
備
地
域
や
清
水
地
域

の
文
化
祭
を
は
じ
め
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
模
型
は
、
昨
年
度
に
和
歌
山
県
が
制
作
し
た
全
身
骨
格
の

デ
ー
タ
を
借
用
し
、
有
田
川
町
独
自
で
持
ち
運
び
可
能
な
模
型
と

し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
も
持
ち
出
し
て
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
を
集
め
る

情
報
発
信
媒
体
と
し
て
今
後
の

展
開
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
報
道
な
ど
を
通

じ
て
「
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
」

の
認
知
度
は
、
町
外
や
県
外
で
も

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
模
型
は
、
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ

リ
ュ
ウ
と
そ
の
発
見
地
で
あ
る

有
田
川
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
注

目
度
の
向
上
を
図
る
目
的
で
活

用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
模
型
が
完
成

●
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
ま
す

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
模
型
は
、
全
長
約
6
・

5
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
2
メ
ー
ト
ル
、
重
量
約
25
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
分
解
す
る
と
軽
自
動
車
（
バ
ン
タ
イ
プ
）
で
の
運
搬
が
可

能
で
す
。
組
み
立
て
や
片
付
け
は
、
2
人
で
10
分
程
度
と
簡
便

で
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出
展
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

模
型
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、
軽
量
な
が
ら
十
分
な
強
度
を

備
え
て
お
り
、見
学
者
が
触
れ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
、

こ
の
よ
う
な
化
石
の
骨
格
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
博
物
館
な

ど
で
は
、
展
示
物
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
写
真
撮
影

や
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
展
示
と
し
て
も
効
果
的
に
ご
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
気

軽
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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